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Abstract 
This study aimed to examine the educational effects of curling based on the participants' class evaluations 

of short-term curling practice. As a result, it was considered that curling has the potential to be introduced 
into school education because of its ease of implementation, structured collaborative situations, and 
expected educational outcomes in terms of improving basic physical fitness and fostering the ability to think, 
judge, express, and learn, as well as human nature. As effective teaching materials for physical education 
classes, the following findings were obtained:1) Curling can form values related to respect (joy, overcoming 
difficulties, respect, enthusiasm, and immersion), 2) Curling has the potential to fulfill the conditions for 
good physical education(Takada, 1972), by using curling as teaching material. To ensure the generalization 
and validity of the research results, it is necessary to verify the results in various study groups and accumulate 
more examples of curling classes. 
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Ⅰ．緒言 

第３期スポーツ基本計画（文部科学省，2022）において，「スポーツは，「する」「みる」「ささえる」と

いう様々な形での「自発的な」参画を通して，人々が感じる「楽しさ」や「喜び」に本質を持つもの」

である．その中で，国民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」ことを真に実現できる社会を目指す

視点として，「1．つくる/はぐくむ：社会の変化や状況に応じて，既存の仕組みにとらわれずに柔軟に見

直し・改善し，最適な手法・ルールを考え，作り出す」「2．あつまり，ともに，つながる：様々な立場・

背景・特性を有した人・組織があつまり，課題の対応や活動の実施を図る」「3．誰もがアクセスできる：

性別や年齢，障害，経済・地域事情等の違いによって，スポーツ活動の開始や継続に差が生じないよう

な社会の実現や機運の醸成を図る」が示されている．その具体的施策として「学校や地域における子供・

若者のスポーツ機会の充実と体力の向上」や「スポーツによる地方創生，まちづくり」などが挙げられ，

これまでスポーツ立国戦略（文部科学省，2012）の体育の授業支援のための「小学校体育活動コーディ

ネーターの派遣」において，「スノースポーツに関する取組」（文部科学省，2015）として実施され，2013

年度においては，全国で 3356回の派遣実績がある（笹川スポーツ財団，2015）． 

スキー教室などの体験活動には，「コミュニケーション能力や自立心，主体性，協調性，チャレンジ精

神，責任感，創造力，異なる他者と協働する能力等を育むこと」（文部科学省，2017），冬季スポーツに

は，冬期間の体力の維持・増進，遊びの経験，雪や氷の科学的教育の充実が実現できること（須田，2006，

p23，p179）の教育的意義がある．高橋（1990）によれば，体育・保健体育には，自然体験活動を総括

的におこなった方が良いとされており，学習指導要領（文部科学省，2017，2018）の体育・保健体育の

内容の取扱いでは，「自然との関わりの深い雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動などの指導

については，学校や地域の実態に応じて積極的に行うことに留意すること」と位置付けられている．先

行研究では，スキーによるライフスキルの獲得（高山・雜賀，2010）や社会的スキルへのポジティブな

影響（中澤ほか，2014），協同性や社会人基礎力の向上（松尾ほか，2016）などの教育的効果が報告さ

れている．しかし，村田ほか（2019）は，スキー指導における児童同士の関わりが少ないことを懸念し，

「教え込み」による技能習得よりも，課題解決や創造するなどの「思考力・判断力・表現力等」，多様性

を認めることや協働することなどの「学びに向かう力，人間性等」を育む学習内容の重要性を指摘して

いる． 

体育・保健体育の目標を達成するための取組として，北海道北見市（2022）では，小学生から高校生ま

でカーリング授業をおこなっている．進藤（2008）は，カーリングの特性を，ゲームエリアが小さく比

較的軽い運動であり他のスポーツと比べ安全性が高く指導内容を焦点化できること，ストーンを自らの

判断で投げ，結果をセルフジャッジし役割分担が明確であることと述べている．カーリングは，氷上の
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スポーツの特性だけでなく，プレイの容易さによって必然的にゲームに参加することになり，その戦術

性を達成するために促発されるコミュニケーションに教育的な価値があると考えられる．また，侘美

（2021）は，カーリング講習受講者に対し，講習前後の競技に対する認識やイメージの変化を調査し，

カーリングは，主体性，やる気，創造性を育むことを示唆し，導入，展開など１つの「単元」として扱

える教材となること，理論と実践（ワーク）を組み合わせ，児童・生徒の「主体的，対話的で深い学び」

に応える教材となりえることの可能性を示した．体育及び保健体育の目標は，「生涯にわたる豊かなス

ポーツライフを実現する資質・能力の育成」と定められており，その内容として，「豊かなスポーツライ

フの設計の仕方について，課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝え

ること」（文部科学省，2018）が明記されている．これらを踏まえると，カーリングは，思考力・判断

力・表現力等や学びに向かう力・人間性等の資質・能力を育む教材として，教育的な意義があると考え

る．また，未公刊ではあるが，A県 B 市の令和 3年度小学校校長会資料の冬季スポーツの実施状況によ

れば，新型コロナウイルス感染症の影響を受け，スキー場までの長時間にわたるバスで移動するリスク

が懸念され，近隣のスケート場での学習に切り替わっていることが明らかになった．さらに，安全性や

コスト削減を受け，公共施設利用の高まり（南，2018：泉・村木，2019：文部科学省，2019），ICT等

を活用しやすい特性（上野ほか，2014：桝井ほか，2018：山本ほか，2018）を踏まえると，カーリング

は他のスポーツに代わり，目標となる資質・能力を養うための課題を克服できる教材となりえると考え

る． 

しかし，カーリングは，体育授業ではなく，特別活動として実施されることが多く，侘美（2021）によ

れば，教材としての研究対象とはされていない．したがって，「よい体育の授業の条件：1）精一杯の運

動，２）力や技の伸び，3）新しい発見，4）仲よく学習」（高田，1972）などに照らした，力や技の伸

び，仲間との関わりの変化などの教育的な効果の検証が不十分であり，課題が残ると考えられる． 

そこで本研究は，カーリングの競技特性に着目し，短期プログラムによる教育的効果や教材としての有

効性について明らかにすることを目的とする． 

 

Ⅱ．方法 

1．実技プログラム 1 

1．1．実施形態及び研究対象者（表 1） 

A 県内の大学における集中授業に参加した 20 名を対象とした． 

 

1．2．調査の実施時期と実技概要 
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2020年 11 月 16日に事前指導（カーリングの歴史やルール，用具の扱い方，プレイの仕方）をおこな

い，同年 11 月 24 日と 11月 30 日の 2 日間，B 市内の屋内カーリングリンクにて，実技プログラムをお

こなった．リンクコンディションは，施設職員により整備されており，常に良好な状態を維持している．  

カーリングの実技指導は，日本カーリング協会指導普及委員と元オリンピック代表選手が講師として

6 時間（2 日間）おこなった．1日目の前半は，2グループ（1 グループ受講者 9名，講師 1 名）に分か

れ，基礎技術練習（用具の扱い方，基礎プレイ）をおこなった．後半は，4 グループに分かれ，試しの

ゲームをおこなった．2 日目は，新たなグループを作り，競技会をおこなった．グループは，これまで

に交流や面識のない者同士で形成されるように組んだ． 

 

1．3．アンケート 1の内容と手続き 

調査項目は，カーリング経験者 4名で予備検討し，体育学の研究者の助言を受けて作成した．調査は，

実技前（pre-test），2 日目終了後（post-test）に実施した．アンケートは，google form の URL を実技

参加者のみに配布し，回答を求めた． 

調査項目は，実技前（pre）に，「カーリングの魅力」，2 日目終了後（post）「自分の変化」「またやりた

いと思った出来事」「カーリングの魅力」に関する自由記述 3 項目を設定した．実技プログラムを受け

た 20 名のうち，全日程参加できなかった 2名を除き，18名の回答を有効回答とした． 

 

2．実技プログラム 2 

2．1．実施形態及び研究対象者（表 2） 

C 市観光モニターツアーに参加した 27 名である． 

 

2．2．調査の実施時期と実技概要 

2021 年 1 月 16 日に C 市内の屋内カーリングリンクにて，実技プログラムがおこなわれた．当該カー

リングリンクは，アイスホッケーやフィギュアスケート用リンクの中に仮設的に作られたものである． 

カーリングの実技指導は，C 市カーリング協会に所属する講師 6 名が，２時間のカーリング講習をお

こない，その後，競技会をおこなった．講習会は，6 グループ（1 グループ受講者 4-5 名，講師 1 名）

に分かれ，基礎技術練習（用具の扱い方，基礎プレイ）をおこなった．競技会は，4 グループに分かれ，

試しのゲームをおこなった．グループは，これまでに交流や面識のない者同士で形成されるように組ん

だ． 
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2．3．アンケート 2の内容と手続き 

調査項目は，カーリング経験者 4名で予備検討し，体育学の研究者の助言を受けて作成した．調査は，

実技終了後に実施した．アンケートは，google formの URL を実技参加者のみに配布し，回答を求めた． 

調査項目は，「よい体育の授業の条件」（高田，1972），授業評価の調査票（高橋ほか，1994；長谷川ほ

か，1995；高田ほか；2000）を参考に，「今回のカーリング体験では，精一杯運動できた」「今回のカー

リング体験では，カーリングの技術やプレーが上達した」「今回のカーリングでは，新しい発見があっ

た」「今回のカーリング体験では，参加者同士の仲が深まった」「またカーリングをやりたいと思う」「ま

たこのカーリング体験に参加したい」などの問に，「まったくあてはまらない 1）」から「非常にあては

まる 5）」までの 5 段階で回答を求めた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．分析方法 

3．1．アンケート 1 

得られた自由記述のデータは，グラウンデッドセオリーの手法に基づき，単一の意味をもつ内容ごと

にセグメント化し，その情報をコード化した．同様の内容を示すコードを集め，抽象化したものをカテ

ゴリー要因としてラベル付けし，さらに抽象化したものをカテゴリー注 1）としてまとめた． 

また，「カーリングの魅力」については，自由記述のコーディングによって得られたカテゴリーの項目

ごとの記述の出現度数をカーリング実技前後で比較検討した．比較統計処理には，統計ソフトウェア

（The R Project for Statistical Computing：R version4.2.0.）を用いた．Fisher の正確確率検定をおこな

い，多重比較の有意水準は，ボンフェローニ法（Benjamini and Hochberg，1995）で調整した．分析と

解釈は，分析者の経験や思い込み，先行理解を保留した上で，筆頭研究者がおこなった．その後客観性
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を高めるために共同研究者とトライアンギュレーション（Denzin，1970）をおこなった． 

 

3．2．アンケート 2 

「今回のカーリング体験では，精一杯運動できた」「今回のカーリング体験では，カーリングの技術や

プレーが上達した」「今回のカーリングでは，新しい発見があった」「今回のカーリング体験では，参加

者同士の仲が深まった」「またカーリングをやりたいと思う」の問いについては，問いに対し，肯定とそ

うではない回答の出現率を比較するために，「まったくあてはまらない 1）」「あてはまる 2）」「どちらと

もいえない 3）」を「非肯定群」とし，「あてはまる 4）」「非常にあてはまる 5）」を「肯定群」として，

質問項目ごとに回答の度数を群間で比較検討した．比較統計処理には，統計ソフトウェア（The R Project 

for Statistical Computing：R version4.2.0.）を用いた．Fisher の正確確立検定をおこない，多重比較の有

意水準は，ボンフェローニ法（Benjamini and Hochberg，1995）で調整した． 

 

本研究は，研究協力者の人権やプライバシーの保護，回答による不利益，社会的影響に対して最大限配

慮するため，「個人情報保護法」や「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」，「障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律」及び「ヘルシンキ宣言」を厳守しておこなった．調査にあたっては，

研究対象者に研究目的を説明して同意を得た上で実施した． 

 

Ⅲ．結果 

1．カーリングの教育的効果 

アンケート 1の「自分の変化」「またやりたいと思った出来事」「カーリングの魅力」に関する自由記述

のデータを，まず筆頭研究者が分類し，その後，共同研究者及び教育心理学の研究者がさらに検討し，

解釈可能な 4つのカテゴリーが最終的に抽出された．その 4つのカテゴリーに関して，それぞれ「プレ

イ」，「リレイションシップ」，「パーティシペーション」，「リスペクト」と命名した．自由記述のカテゴ

リー分類，記述例は，表 3に示す通りであり，「プレイ」の要素は，1 人で実行可能，楽しさ，成功体験，

容易さ．「リレイションシップ」は，2 人で実行可能，アドバイス，励まし，褒める，声掛け．「パーテ

ィシペーション」は，3人以上で実行可能，協力，集団達成，参画，役割．「リスペクト」は，喜び，困

難を乗り越える，尊重，熱中，没頭であることが推測された． 

 

2．「カーリングの魅力」の変化 

アンケート 1における「カーリングの魅力」の変化（表 3）を，Fisherの正確検定で統計処理した結果，
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有意であった（p=0.035，w=0.238，1-β=0.648）．各セルの残差について両側検定（α=0.05）をおこ

なった結果，リスペクトにおいて実技前の度数が期待度数より有意に少なく（z=-2.739，adjusted 

p=0.024），また実技後の度数が期待度数より有意に多かった（z=2.739，adjusted p=0.024）ので，Fisher

の正確検定を用いた群の多重比較（α=0.05，両側検定）をおこなった結果，プレイとリスペクトの間

（adjusted p=0.036），リレーションシップとリスペクトの間（adjusted p=0.089），パーティシペーショ

ンとリスペクトの間（adjusted p=0.036）にそれぞれ有意差が見いだされた． 

 

3．カーリング実技の評価（表 4） 

アンケート 1における「今回のカーリング体験では，精一杯運動できた」では，非肯定群が 1名（3.7%），

肯定群が 26 名（96.3％），「今回のカーリング体験では，カーリングの技術やプレーが上達した」非肯定

群が 2 名（7.4%），肯定群が 25 名（92.6％），「今回のカーリングでは，新しい発見があった」非肯定群

が 0名（0.0%），肯定群が 27 名（100.0％），「今回のカーリング体験では，参加者同士の仲が深まった」

非肯定群が 3 名（11.1%），肯定群が 24 名（88.9％），「またカーリングをやりたいと思う」非肯定群が

3 名（11.1%），肯定群が 26 名（88.9％）であった．それぞれ質問項目ごとに回答の度数を群間で比較

した結果，有意ではなかった（p=0.469，Fisherの正確検定）． 

 

 

Ⅳ．考察 

1．カーリングの教育的効果 

「カーリングの魅力」（表 3）の変化を見てみると，「リスペクト」の項目に関して，実技プログラムの



 カーリングの競技特性に着目した教育的効果の検討  

  東北体育・スポーツ科学研究 Vol. 1, pp.31-45, 2022 
38 

前後で差が見られた．カーリング実技前では，戦術，戦略，作戦など，カーリングの構造的な特徴や役

割分担，かけ声，コミュニケーションなど，協力することを魅力と捉えているが，実技プログラム後で

は，それらに加えて，思うようにいかないところ，うまくいかなくても仲間とカバーし合えるところ，

相手のプレイも褒め合えるところなど，困難を乗り越えることに喜びを感じ，自他を認め，尊重する姿

勢，態度が身についたことが伺えた．自分，相手，ルール，審判の 4 者はそれぞれ立場が違うが，この

立場の違うものに対して，尊重する（respect）ということが，スポーツの最も重要な意義となる（広瀬，

2010，pp1-15，2014，pp12-25），そこには，自己尊重や他人尊重の認識が伴っている必要がある．  

アンケートの結果から，カーリングは，その構造的な特徴に加え，プレイ中におけるチーム内のコミュ

ニケーションや相手に対するマナーを経験することができ，身体を動かす心地よさなど，欲求の必要充

足の先にある喜びや楽しさを感じ，運動やスポーツに対して，尊重するという価値観を形成注 2)できるこ

とが考えられる． 

また，表 4から，受講生の約 90％（精一杯の運動：96.3%，力や技の伸び：92.6%，新しい発見：100.0%，

仲よく学習：88.9％）が，実技プログラムを高く評価している．特に，新しい発見では，「チームメイト

のことも相手チームのことも褒めるようになった」や「自分のチーム以外でも，狙ったところにストー

ンを置いて喜んでいる姿を見た時，楽しそうで自分も嬉しくなった」「勝ち負けだけじゃ無く，単純にス

ポーツを楽しめる事ができた」などのリスペクトに関する記述が有意に増加したこと（表 3）からも，

受講者は，自分や他者の新しい一面やそれに伴う行動の変化，カーリングの持つ固有の価値を，カーリ

ングを通して感じていると考えられる．よい体育授業の条件には，目標・内容・教材・方法の計画実行

の内容的条件とマネジメント・学習規律・肯定的な人間関係・情緒的解放の基礎的条件が機能している

ことである（高橋，2010，pp.48-pp.53）．本研究対象者の「YES YES！オゥオゥ！ナイス！と積極的に

声を出せるようになっていきました」「チームのメンバーとハイタッチして喜びを分かち合ったこと」

という記述からもわかるように，本研究の実技プログラムにおけるグループが，元々交流や面識の少な

い者同士で構成されていることを踏まえると，初対面の人間関係においても，楽しく明るい雰囲気を作
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り出し，肯定的な関係（声掛け，歓声，喜びの表現）を構築できると考えられる． 

カーリングの学校体育における教材としての可能性について検討すると，運動を苦手とする子どもや

これから学級づくり，仲間づくりを行う集団においても，取り組みやすく態度目標の達成に効果的な教

材であると考えられる．どのような子どもたちであっても運動に取り組みやすいということは，体力の

底上げや転倒予防など，体育科保健領域「けがの防止」や保健体育科保健分野「傷害の防止」のほか，

思考力・判断力・表現力等や学びに向かう力・人間性等の育成の観点からも成果が期待できると考えら

れる．また，自然に創発された協働的な学習は，集団の成果が目的ではなく，その経験によって，児童

生徒に還元され，資質・能力が身に付いたかということが重要であり，活動の中で振り返りができてい

るかを見取ることも重要である．これらを踏まえると，カーリングは，身に付けた技術やルールに関す

る知識や獲得した技能，ストーンの配置など多様な情報から意思決定すること，他者とともに課題解決

に向けた行動を行うことが繰り返され，対話的な学びが実現していく教材として，効果的であると考え

られる． 

 

2．カーリングの教育的意義 

カーリングは，ターゲット型ゲーム（Almond，1986，pp.71-72）に分類され，静止している標的に，

プレイヤーが球体やその類似物を，素手または，その他の用具を使用もしくは，使用せずに運ぶ競技で

ある（Méndez et al.，2012）．進藤（2008）は，カーリングの特徴を，相手の直接的な妨害なしに一人

のプレー行為が交代によって遂行され，その得点が競われるというところにあり，競技の戦術的課題は，

投球（打球）前の目標までの距離や最善の方向を把握し，それに基づいて球体や打具を正確に操作する

という所にあるとしている．また，Belka（1994）は，ターゲット型ゲームの戦術は，少ない試技で多く

の成果を得ようとするか，多くの試技で堅実な成果を得ようとするか，期待する成果と自己の技能と状

況を分析することであると示している．加えて，長澤（2002）は，「ターゲット型と類型化されるボール

ゲームの特性は，自己決定に基づき，正確にボール等を送り出し，数を競うことと考えられ，それは，

比較的軽運動であり，ペースあるいは強度を守ることと，プレイ後を予測する洞察力が必要とされ，セ

ルフジャッジが可能で，安全性が高く，マナーが求められ自律的である」として，ターゲット型の勝敗

の未確定性を考察している．これらのように，カーリングは，プレイの容易さがあり，運動の得意，不

得意に関わらず参加することが可能である．そのため，指導の視点においても，技能目標とその指導内

容が達成しやすく，専門的技能を持ち合わせていない教員にも，指導することが可能であると考えられ

る．また，校外活動としておこなわれているスキーや水泳と比較して，運動をおこなう範囲が小さいこ

とや，目が行き届きやすいため，安全を確保しつつ，確実に学習目標を達成できる教材として効果的で
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あると考えられる． 

本研究の実技プログラムにおいても，構造的に上達がわかりやすく，参画する，認め合う要素が含まれ

ていたため，喜びや困難を乗り越えるといった態度を比較的短期間でも形成できる可能性が示唆された．

林（2015）は，スポーツと共生の検討において，スポーツマンシップは競い合う中で立場の違うものを

尊重する（respect）精神であり，それは自己や他者・環境を単一では考えられない．つまり 2 者以上の

ものの「関係性」「双方向性」ということを必ず考えなければならないと述べている．カーリングは，シ

ョットから始まり，ストーンがサークル方向に進んでいく 1 つのプレイを取り上げても，1 人でおこな

うことはない．4 人ないし，5 人の役割とコミュニケーションが求められる．自チームと相手チームと

いう視点から見ても，2 つの立場で関係性が成立しており，尊敬という価値観を形成する環境が整って

いる．また，基本的に，プレイ中に審判が介入することがないことも，自他を認める態度を形成する要

因と考えられる．プレイヤー自らがフェアプレイにのっとり，ルールを解釈し，判断する．そこには，

判断しがたいプレイや相手チームとの協議も生まれ，困難な状況を協力して解決の方向へ導く．それぞ

れが責任を持ち，プレイに参加する．生涯スポーツは，年齢や技術レベルに関係なく，あらゆる参加者

を受容する公共性を基盤としたルールの導入や柔軟性というローカルルール（対象者の年齢・体力・技

術・目的に応じて柔軟に変化させたルールのこと）指向が不可欠となる（野川，2006，p5）．自らの意

思で運動に参加し，参加者ら（1 人で運動を実施する場合は，自分自身）の判断でその運動を進めるこ

とが必要になる．そのことを踏まえると，カーリングによって生じる関係性は，生涯スポーツの実践に

生かされると推察される． 

しかし，カーリングを含めスポーツには楽しさ，おもしろさ自体は備わっているもので，その魅力だけ

では教育のコンテンツとして不十分であり，学力の保障を確実に実現していくためには，授業計画で立

てた目標やねらいの適切さ，教師の指導行動や生徒の学習活動の状況，学習成果を把握する必要がある

（高田・高橋，2010，p79）．学校における豊かなスポーツライフ形成の課題は，生涯にわたる運動への

好意的な態度を成人するまでに形成することである．学習指導要領（文部科学省，2017，2018）におい

ても，「指導に際しては，生徒自身が公正，協力，責任，参画，共生の意義や価値を認識し取り組もうと

する意欲が求められることから，意義や価値の理解とその具体的な取り組み方を結び付けて指導するこ

とが大切である」と記してある．態度が，多くの感情によって総合された価値の集まりである（清水ほ

か，2021）とすれば，体育の授業で運動やスポーツへの評価を，好きなだけでなく，苦難を乗り越える

ことにも価値があるという認識に導くような指導をおこなわなければならない．学習には，教師の指導

が不可欠であり，学習も指導も評価を伴いながら，進められていく必要があり，学習と指導と評価が一

体となっていなければならない（Puckett and Black，1994）．カーリングを素材とした単元計画，指導計
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画とその評価を併せて検討していくことで，カーリングの教育的意義はより高まるであろう． 

 

Ⅴ．まとめ 

本研究は，カーリングの競技特性に着目し，短期プログラムによる教育的効果や教材としての有効性

について明らかにすることを目的として，アンケート調査をおこなった．その結果，カーリングは，実

施の容易さや協働する場面が構造的にあり，基礎体力の向上や思考力・判断力・表現力等や学びに向か

う力・人間性等の育成の観点からも教育的な成果が期待でき，学校教育にも導入できる可能性があると

考えられた．また，人間関係構築の初期段階において，体育授業の基礎的条件でもある肯定的な人間関

係の構築と情緒的な解放を促すことも示唆され，体育授業の有効な教材として，以下の知見を得た． 

 

1 カーリングによって，リスペクト（喜び，困難を乗り越える，尊重，熱中，没頭）に関する価値観が

形成されることが示唆された 

2 カーリングを教材として用いることによって，よい体育の条件である高田４原則（高田，1972）を

満たす可能性が示唆された 

 

本研究は，大学生及び社会人を対象におこなわれたものであり，学習規律が確立しており，インストラ

クション（説明，指示，演示など）やマネジメント（準備，片付け，移動など）に，費やす時間が少な

かったため，学習・運動従事時間が確保され高い効果が見られたと考えられる．そのため，学校教育段

階の小学校，中学校，高等学校等においても検証する必要がある．また，調査項目で用いたよい体育の

条件（高田，1972）は，多くの研究で扱われているが，客観性の乏しさ（高橋，1994，pp10-23）も指

摘されていることから，より授業の水準が明確に評価できる方法を用いることも求められる．そして，

体育授業のおこなわれる規模は，地域や学校種によっても隔たりがある．本研究では，少人数に限定し，

質的な研究を中心に分析をおこなった．今後は，研究結果の一般化，妥当性を担保するために，様々な

学習グループ規模での検証及びカーリング授業事例の蓄積をおこなうことが必要だと考えられる． 

 

注 1）高橋ほか（1986），鐘ヶ江ほか（1986），高田ほか（2000）の研究では「因子」となっているが，

本研究では，カーリングの教育的効果の要因を自由記述から分類することで探索的に明らかにすること

を目的としており，現時点では因子とは必ずしもいえないと考え「カテゴリー」と呼ぶことにした． 

 

注 2）学習指導要領における体育の目標は,愛好的態度の形成で説明されている（小林ほか，1971,1973；
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大友ほか，1993）が，高橋（1989，pp.9-21）は，体育授業の目標において，運動への志向性を愛好的態

度，運動固有の価値を理解することを価値的態度とし，清水ほか（2021）は，好きや楽しいなどの興味・

関心，意欲，態度よりも高次の方向目標に価値的態度があり，それは価値観と解釈され，皮相的な楽し

さの先にある充実感を伴う喜びの享受への到達によって形成されるとする． 
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